
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「鍵屋」とは代々引き継がれている屋号で、江戸時代は街道を行き来する人々の宿泊

施設、淀川往来の船を待つことのできる「船待ちの宿」として賑わい、近代以降は料亭・

料理旅館として平成９年（1997）まで営業を続けた。廃業後、解体・復原工事を経て、

平成 13年（2001）に枚方宿や淀川舟運を紹介する資料館として開館した。 

 

★展示期間は２月 23日（木・祝）～４月 17日（月）午前９時 30分～午後５時（入館は

午後４時 30分まで）。入館料は一般 200円、高校・大学生 100円（要学生証）、中学生以

下無料。休館日は火曜（祝日の場合は開館、翌平日が休館）。 

 

★展示予定資料・写真（一部） 

 

 

 

当時を物語る写真や料亭で用いられていた器や掛け軸などの調度品、鍵屋とゆかりのあ

った五百旗頭
いおきべ

欣一
きんいち

氏の作品などを展示。添付写真は左から五百旗頭欣一氏作の団扇、五

百旗頭欣一氏作の「くらわんか餅」看板、「くらわんか賞」木札、「鍵屋」の暖簾。 

 

＜お問い合わせ＞ 

市立枚方宿鍵屋資料館 ☎・FAX 072-843-5128 

料亭旅館「鍵屋」のおもてなしを紹介 

当時の写真や趣向を凝らした様々な催しなどの展示も 
◎チラシあり、写真あり 

 

 

 

 

 

 

令和５年（2023年）２月 21日 

市立枚方宿鍵屋資料館（堤町 10-27）は、企画展「料亭旅館『鍵屋』のおもてなし」

を２月 23日（木・祝）～４月 17 日（月）まで開催する。昨年度に開館 20周年を迎

えた資料館の前身である料亭旅館「鍵屋」の当時の写真や調度品の展示とともに、お

客様を楽しませるために行われていた趣向を凝らした様々な催しやおもてなしにつ

いて紹介されている。 



 



 

 


